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※本書ではAGCテクノロジーソリューションズ（株）のヂーエルパイプを“ＧＬ”と商標にて簡略表記
しております。



〔ＧＬの構造〕
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ＧＬは下図のように鋼管又は鋳鉄管の内面にガラスをライニングしたもので、内面ガラスは一般

のガラスに比べはるかに強くなっているのが特徴ですが、取扱いに際してはＧＬは外見上一般の鋼

管とほとんど区別がつかないために、思わぬガラス破損を起こす恐れがあります。

基本的には内面ガラスに有害な衝撃、加重（曲げ、引張り、圧縮）、火気を避けることがポイントです。

正しい取扱をして頂き、ＧＬ本来の使命を果たすことが出来る様ご注意の上配管工事を願います。

※ＧＬは1996年に従来タイプより更に性能を向上させた現行タイプに生産を切替えました。

〔現行タイプＧＬ〕 〔従来タイプＧＬ〕

母管
（鋼管又は鋳鉄）

従来幅広幅

母管
（鋼管又は鋳鉄）

フランジ
（鋼または鋳鉄）

ガラス
（無色）

ガラス
（青色）

ガラス
（青色）

ガラス
（無色）

フランジ
（鋼または鋳鉄）

Ⅰ　ＧＬ配管工事に際して
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Ⅱ　ＧＬ配管工事のポイント

ポイント1.　取扱い

	 ●衝撃　加重（曲げ、引張り、圧縮）　火気は厳禁

ポイント2.　ガスケット

	 ●従来タイプＧＬにはAGCテクノロジーソリューションズ（株）規格品を使用する。

	 ●現行タイプＧＬには市販品の使用が可能。

市販品はメーカーにより内径寸法が非常に大きく使用に不適当なものがあるので、

使用の際は内径寸法を確認する。

	 ●AGCテクノロジーソリューションズ（株）のＧＬ以外のものと接続する場合はドーナツ

ガスケットの要否の検討が必要。

ポイント3.　フランジ接続

	 ●ＧＬを接続する前に、フランジ面に貼ってある養生シールを必ず剥がすこと。

	 ●ボルト締め付けは正しいトルクで対向締めを励行する。

	 ●ボルト締め付けは本締めまで行ってから次のフランジ接続に移る。

ボルト締め付けを仮締めのまま次に進めると、寸法調整の失敗や無理な配管の原因

となる。

ポイント4.　寸法調整（面間調整、芯出し調整）

	 ●ＧＬを曲げたり引っ張ったり押したりする無理な寸法調整はしない。

相対するフランジ面が同芯で平行になるように寸法調整を行う。

ポイント5.　サポート

	 ●サポートにUボルトはＧＬに点で接触するため使用しない。

ＧＬに一点集中の力を加えると破損する場合があるので必ずUバンドを使用する。

	 ●サポート位置は配管や機器の運転時の熱膨張を考慮して決める。

サポート固定点の位置を考慮しても熱膨張の影響が考えられる場合はベローズの挿

入を推奨します。

※上記の詳細については次頁からの説明を参照願います。



Ⅲ　ＧＬの取扱い
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周囲

〔荷重〕

〔火気〕

〔衝撃〕
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1 5 0 0
X = 7 8 33

1 2 0 0＋ 1 3 0（＋2）＋（P）

調整代

レジューシングティ

レジューシングフランジ

ランタン型覗管

45°	ベンド

ティ

レデューサ

偏芯レデューサ

閉止フランジ

スペーサ

90°	エルボ

十字型覗管

OHA，OHB

ＰＴＦＥ包みガスケット（３ｔ）
厚さ、部品番号省略

Ⅳ　ＧＬの組立て
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●PTFE包みガスケット

●ドーナツガスケット

〔現行タイプＧＬ〕 〔従来タイプＧＬ〕

・	従来タイプGLにはAGCテクノロジーソリューションズ（株）用規格ガスケットを使用する。

・	現行タイプGLには市販品も使用出来ますが、メーカーにより内径寸法が大きいために接続
幅（W）が不足する場合があるので注意すること。

・	従来タイプGLと現行タイプGLを接続する場合はAGCテクノロジーソリューションズ（株）
用規格ガスケットを使用する。

下図のように、ＧＬと他品種のものと接続する際、他品種のフランジ面にうねりがある場合又
は内径口元のＲが大きいためにガラスとガスケットの接触幅（Ｗ）が少ない場合に使用する。

〔ドーナツガスケット使用規準〕

ＰＴＦＥ

現行タイプの場合を示す

従来タイプ現行タイプ

異径

GL 用規格ガスケット
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4 0

6 0

80（40）

100（60）

100

120

150

180

・上表のトルクはＧＬ同志の接続の場合を示す。

・現行タイプＧＬと従来タイプＧＬを接続する場合は従来タイプＧＬのトルクを使用する。

・ＧＬより強度の弱いものと接続する場合は、メーカーに相談する。

　（カーボン、ガイシ、グラスライニング等）

現行タイプＧＬ

従来タイプＧＬ

・ＧＬのボルト最大締付トルク（N・m）

・ＧＬのフランジ面に貼ってある養生シールを剥がしフランジ面に異物や錆が無い事を確認する。

・フランジを合せ、ボルトを３本以上差し込んで双方の位置を同芯にする。

・ガスケットをＧＬと同芯になる様に挿入する。

※ＧＬ用のガスケットであるかを確認する。	（5頁参照）

※ドーナツガスケットの要否を確認する。	 （5頁参照）

※ガスケット表面の異物を取除く。

※ガスケット表面にペーストを薄く平均に塗る。（推奨ペースト　Ｔ#9400ナフロンペースト）

　尚、配管ラインによってはペーストの使用を禁止している場合があるので塗る前に確認する。

※ガスケットを差込む際はＰＴＦＥの外皮がまくれない様に注意する。

・残りのボルトを通し、手締めをする。

・機器ノズルやＧＬに過大な荷重やモーメントがかからぬ様、水準器等により水平、垂直を修

正しながら番線かカイモノによりパイプの仮支えをする。特に水平配管取付中に片持ち荷

重がかからないよう、注意を払う。

・次いでボルトの本締めを下表のトルクを目安にして行う。

締め方は対向締め（対角締め）とし、一気に締め上げずに下図の様に３～4工程に分けて番

号順に行う。
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ＰＴＦＥ
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N-m

6

8

Uバンド最大締付トルク

接触面注意。 正しいあたり。 ライナー調整
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・ＰＴＦＥ包みガスケットの外皮まくれ

・フランジ及びガスケット表面の異物付着

・配管寸法調整の無理

・ＧＬフランジ面に貼ってある養生シールの剥がし忘れ

最大締付トルクは6頁参照。

Ⅴ　あと作業・保守

●ＧＬ配管チェック

●サポートチェック

●気密試験
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①ＰＴＦＥとジョイントシートの間からナイフを入れてＰＴＦＥの内径側を切る。

②フランジに付着しているＰＴＦＥは、ＰＴＦＥとガラスの間にナイフを入れてはがす。

ＰＴＦＥ

ジョイントシート

ここを切る

ここからナイフを入れる。

●ダメ工事・仮設撤去

●残材及び予備品の保管

ＧＬの残材及び予備品は、防錆処理をして保管すること。

●ＧＬ配管の点検

●ＧＬ配管を解体する際の注意点

ＧＬのパイプの部分に、直接スパナを当てて、荷重をかけないこと。

ハンマーでスパナをたたかないこと。

ボルトをバーナーであぶったり、火切りをしないこと。

① ②

ここからナイフを入れて
ＰＴＦＥをはがす。
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Ⅵ　追　記
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●管支持要領



■押えバンド寸法

バンドA バンドＡ・Ｃ寸法表
記号

呼称

20A 28 14 32
25A 35 17.5 36
40A 50 25 43
50A 62 31 49
65A 77 38.5 61
80A 90 45 67
90A 103 51.5 74
100A 116 58 80
125A 141 70.5 93

バンドC 150A 166 83 105
200A 217 108.5 131
250A 269 134.5 163

バンドＡ、Ｃ、Ｄの孔径

使用Ｂ/Ｎ 孔径
M10 → φ12

M12 → φ14

M16 → φ18

バンドB バンドＢ寸法表
記号

呼称

20A 6 0 22
25A 8 0 25.5
40A 8 0 33
50A 8 7 39
65A 8 7 48.5
80A 13 12 55
90A 13 12 61.5
100A 15 15 68
125A 15 15 80.5

d , R , Gの寸法は上表と同じ。 150A 20 20 93
200A 25 25 118.5

250A 30 30 146.5

バンドD バンドＤ寸法表（JIS 10K フランジ用）
記号

呼称

20A 100 50 69
25A 125 62.5 82
40A 140 70 89
50A 155 77.5 97
65A 175 87.5 113
80A 185 92.5 118
100A 210 105 130
125A 250 125 150
150A 280 140 165
200A 330 165 190

ANSIフランジ御使用の時は寸法が異なります。

注：ボルト長さは取付板厚６ｍｍの場合の長さとなります。

    -14-

4tx44

M10x30
M10x30
M10x30
M12x30
M12x30
M12x30
M12x30
M12x30
M12x30

4tx38
4tx38
4tx38
4tx44
4tx44

210

138
150
170
185

133

3tx32 M10x30
3tx32
3tx32
3tx32

M12x65
M12x80
M12x90
M12x110
M16x140170

84
97
104
112

M12x40
M16x40

M10x35
M10x40

M12x35
M12x35

M12x30
M16x35

M10x30
M10x30
M10x30
M10x30

M12x30
M12x30
M12x30

3tx25
3tx25
3tx25
3tx25

M12x35
M12x35
M12x35
M12x40

M10x30
M10x30
M10x30
M10x30

97

M12x30

110
122

M12x30
M12x30

4tx32
4tx38
4tx38

バンドＡバンドＣ
C

135

I J H E

d R G E

35
40

D

47
51
58
64
78
84
91

4tx32
4tx32

52
62
72
77
80
95
110

10
10184

C

148

45 M10x45

K

4tx32

M10x45
M12x55
M12x60
M12x65

4tx38
4tx45

d R G C

5
5
5
5
8
8
8
8
8

E D

10
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●シグマ（非在庫品）

●ドーナツガスケット

シグマ

●シグマの材質は有孔ガラス微粒子含有、二軸結晶構造ＰＴＦＥです。
●耐浸透性に秀れ、焼付きのしにくいタイプのガスケットです。

22
28
41
53
68
80
106
156
204

28
41
53
68
80
106
156
204



— 16 —

長さ

部品記号

呼び径

呼び径

— —

—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

—

—
—
—
—
—
—

—
—
—
—
—
—

—

—
—
—
—
—

—
—
—
—
—

—

—
—
—
—

—
—
—
—

—

—
—
—

—
—
—

—

—
—
—

—
—
—
—
—

—
—

—
—

—
—
—
—

—
—
—
—
—

—

—
—

—
—
—
—

—
—
—
—

63
67

—
—

（直管）

（継手）
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